
参
議
院
議
員
会
館
で
行
わ
れ
た

「
『
最
賃
』
『
新
い
の
ち
』
『
労
働

法
制
』
署
名
要
請
・
提
出
行
動
」
の

院
内
集
会
に
は
1
7
0
人
が
参
加
。

8
人
の
国
会
議
員
と
4
人
の
秘
書
が

参
加
し
、激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
「
い
の
ち
署
名
」
提
出
行
動
に

は
、
医
労
連
の
加
盟
組
織
代
表
者
ら

58
人
が
参
加
。
院
内
集
会
の
あ
と
、

紹
介
議
員
へ
署
名
の
束
を
手
渡
し
に

行
き
、現
場
の
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。

吉
田
岳
彦
中
央
副
執
行
委
員
長
と

渡
辺
勇
仁
中
央
副
執
行
委
員
長
（
山

形
県
医
労
連
執
行
委
員
長
）
は
、
舟

山
康
江
参
議
院
議
員
（
山
形
選
出
）

を
訪
問
し
、
山
形
で
集
め
た
署
名
等

を
手
渡
し
ま
し
た
。
舟
山
議
員
は
、

看
護
職
員
等
4
千
円
・
介
護
職
員
9

千
円
の
補
助
金
に
つ
い
て
「
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
々
に
や
っ

と
目
が
む
け
ら
れ
た
こ
と
は
一
歩
前

進
」
「
最
近
の
政
策
は
場
当
た
り
的

な
対
応
が
多
く
、
政
策
同
士
の
整
合

性
が
と
れ
て
い
な
い
。
こ
う
い
っ
た

状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
も
う
一
度
、
医

療
を
見
直
し
て
い
け
れ
ば
」
と
語
り

ま
し
た
。

新
「
い
の
ち
署
名
」
は
、
3
月
2

日
時
点
で
20
万
8
7
4
2
人
分
を
集

約
。
紹
介
・
賛
同
議
員
は
3
月
4
日

時
点
で
97
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3
月
2
日
、
中
央
総
決
起
行
動
に

合
わ
せ
て
、
全
労
連
女
性
部
は
「
全

労
連
菜
の
花
春
闘
行
動
」
を
実
施
。

今
年
は
、
東
京
駅
で
の
早
朝
宣
伝
行

動
に
始
ま
り
、
衆
議
院
第
二
議
員
会

館
前
で
日
本
政
府
へ
の
ア
ピ
ー
ル
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
労
連

・
国
民
春
闘
共
闘
に
よ
る
日
比
谷
野

音
で
の
総
決
起
集
会
と
国
会
請
願
デ

モ
に
結
集
し
ま
し
た
。

早
朝
宣
伝
で
は
、
女
性
部
春
闘
チ

ラ
シ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
な
が

ら
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

攻
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
現
場
実
態
な
ど
を
訴
え
ま
し

た
。
日
本
医
労
連
女
性
協
議
長
の
池

田
早
苗
さ
ん
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、

現
場
で
働
く
仲
間
は
日
々
奮
闘
し
て

い
る
。
社
会
的
役
割
の
あ
る
重
要
な

仕
事
な
の
に
、
恒
常
的
な
人
員
不
足

と
低
賃
金
で
働
い
て
い
る
実
態
が
あ

る
。
政
府
が
掲
げ
た
看
護
4
千
円
、

介
護
9
千
円
は
全
て
の
人
に
い
き
わ

た
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
、
ケ
ア

労
働
者
に
対
す
る
大
幅
賃
上
げ
が
必

要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

衆
議
員
第
二
議
員
会
館
前
で
は
、

東
京
医
労
連
の
佐
藤
陽
子
さ
ん
が
発

言
。
「
医
療
現
場
は
新
型
コ
ロ
ナ
以

前
か
ら
人
員
不
足
で
大
変
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
発
生
に
よ
っ
て
さ

ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
都
知
事
が
『
都
立
病

院
廃
止
条
例
案
』
を
出
し
た
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
」
「
い
い
看
護
が
し
た

い
、
と
に
か
く
人
を
増
や
し
て
欲
し

い
。
政
府
の
言
う
賃
上
げ
で
は
全
く

足
り
な
い
。
月
4
万
円
以
上
の
賃
上

げ
に
す
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。

日
曜
日
の
夕
方

「
あ
ぁ
、
ま
た
月

曜
日
が
来
る
。
嫌

だ
な
」
と
憂
鬱
な

気
分
に
な
る
の
を

ブ
ル
ー
マ
ン
デ
ー

症
候
群
と
い
う
ら

し
い
。
そ
の
時
間
帯
か
ら
「
サ
ザ

エ
さ
ん
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
も
。

今
期
も
大
雪
予
報
の
時
な
ど
「
い

っ
そ
積
も
っ
て
電
車
よ
止
ま
れ
」

と
一
瞬
よ
ぎ
っ
た
が
、
こ
れ
も
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
近
い
の
か
▼
相
変

わ
ら
ず
の
日
常
が
来
る
こ
と
を
憂

鬱
に
思
う
…
。
し
か
し
そ
ん
な
こ

と
も
、今
で
は
贅
沢
に
な
る
の
か
。

日
常
が
吹
き
飛
ぶ
、
こ
の
二
年
間

は
そ
ん
な
こ
と
の
連
続
。
新
型
コ

ロ
ナ
で
世
界
中
の
バ
タ
バ
タ
に
続

い
て
、
極
め
つ
け
は
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
。
テ
レ
ビ
等
か
ら

報
じ
ら
れ
る
の
は
目
を
覆
い
た
く

な
る
戦
争
の
惨
状
▼
21
世
紀
に
こ

ん
な
事
が
未
だ
に
起
き
る
の
か
、

と
思
い
つ
つ
、
前
者
と
根
本
的
に

違
い
、
こ
れ
は
人
が
起
こ
し
て
い

る
も
の
だ
と
い
う
事
▼
サ
ザ
エ
さ

ん
の
前
、
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
以
前
に
忌
野
清

志
郎
が
歌
っ
て
た
。
何
や
っ
て
ん

だ
人
類
、
ど
う
し
た
ん
だ
未
来
。

鉄
腕
ア
ト
ム
（
2
0
0
3
年
4
月

7
日
生
）
や
ド
ラ
え
も
ん
（
2
1

1
2
年
9
月
3
日
生
）
で
描
か
れ

た
、
流
線
型
で
シ
ル
バ
ー
の
か
っ

こ
よ
す
ぎ
る
未
来
は
ど
こ
へ
行
く

の
か
▼
「
デ
モ
で
止
ま
る
の
？
」

戦
争
を
止
め
る
の
に
ど
う
し
た
ら

良
い
の
か
と
大
学
生
の
娘
か
ら
問

わ
れ
、
「
直
接
止
め
る
力
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
あ
な
た
や

私
が
身
の
回
り
の
人
に
何
が
あ
っ

て
も
戦
争
は
ダ
メ
だ
と
伝
え
る
事

に
は
意
味
が
あ
る
と
思
う
よ
」
と

答
え
る
の
が
精
一
杯
。
今
日
も
皆

で
声
を
あ
げ
よ
う
。
戦
争
反
対
。

紹介・賛同議員97人応諾一覧
●紹介議員〇賛同のみ
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北海道1
北海道2
北海道11
秋田2
宮城2
福島4
栃木2
千葉9
神奈川1
神奈川4
神奈川9
神奈川12
新潟3
新潟4
新潟5
長野2
静岡8
愛知3
愛知5
愛知8
愛知9
愛知12
奈良1
岡山4
徳島1
香川1
大分1
大分3
宮崎1
沖縄1
沖縄2

（比）北海道
（比）東北
（比）東北
（比）東北
（比）東北
（比）北関東
（比）北関東
（比）東京
（比）東京
（比）東京
（比）南関東
（比）南関東
（比）南関東
（比）東海
（比）東海
（比）東海
（比）東海
（比）東海
（比）北陸信越
（比）北陸信越
（比）近畿
（比）近畿
（比）近畿
（比）近畿
（比）近畿
（比）中国
（比）四国
（比）四国
（比）九州
（比）九州
（比）九州
（比）九州
北海道
青森
岩手
岩手
秋田
宮城
山形
山形
埼玉
神奈川
新潟
新潟
山梨
長野
長野
東京
東京
滋賀
京都
広島
愛媛
福岡
沖縄
沖縄
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例

立民
立民
立民
立民
立民
立民
立民
立民
立民
立民
立民
立民
自民
立民
立民
立民
立民
立民
自民
自民
自民
立民
立民
自民
有志
立民
有志
自民
立民
共産
立民
立民
立民
立民
共産
立民
立民
共産
共産
立民
共産
立民
立民
維新
国民
立民
共産
立民
自民
立民
自民
国民
共産
共産
れ新
立民
立民
自民
立民
共産
立民
立民
立民
立憲
民主
民主
立憲
無
立憲
民主
国民
共産
立憲
民主
無
立憲
立憲
立憲
共産
共産
碧水
共産
立憲
碧水
立憲
沖縄
沖縄
れ新
共産
共産
共産
共産
共産
共産
共産
共産
社民

道下 大樹
松木けんこう
石川 香織
緑川 貴士
鎌田 さゆり
小熊 慎司
福田 昭夫
奥野 総一郎
篠原 豪
早稲田 ゆき
笠 浩史
阿部 知子
斎藤 洋明
菊田 真紀子
米山 隆一
下条 みつ
源馬 謙太郎
近藤 昭一
神田 憲次
伊藤 忠彦
長坂 康正
重徳 和彦
馬淵 澄夫
橋本 岳
仁木 博文
小川 淳也
吉良 州司
岩屋 毅
渡辺 創
赤嶺 政賢
新垣 邦男
神谷 裕
小沢 一郎
寺田 学
高橋 千鶴子
岡本 あき子
青山 大人
塩川 鉄也
笠井 亮
大河原まさこ
宮本 徹
山崎 誠
青柳 陽一郎
浅川 義治
田中 健
牧 義夫
本村 伸子
吉田 統彦
中川 貴元
神津 たけし
務台 俊介
斎藤アレックス
穀田 恵二
宮本 岳志
大石 晃子
櫻井 周
柚木 道義
後藤田 正純
白石 洋一
田村 貴昭
稲富 修二
末次 精一
吉川 元
鉢呂 吉雄
田名部 匡代
木戸口 英司
横沢 高徳
寺田 静
石垣 のりこ
舟山 康江
芳賀 道也
伊藤 岳
真山 勇一
森 ゆうこ
打越 さく良
宮沢 由佳
杉尾 秀哉
羽田 次郎
山添 拓
吉良 よし子
嘉田 由紀子
倉林 明子
宮口 治子
ながえ 孝子
野田 国義
伊波 洋一
高良 鉄美
舩後 靖彦
井上 哲士
武田 良介
紙 智子
山下 芳生
小池 晃
岩渕 友
市田 忠義
田村 智子
福島 みずほ

衆
議
院

参
議
院

日本医労連対政府中央行動日本医労連対政府中央行動

新「いのち署名」２０万８，７４２人分集約新「いのち署名」２０万８，７４２人分集約

日
本
医
労
連
は
３
月
２
日
、
全
労
連
・
国
民
春

闘
共
闘
な
ど
が
主
催
す
る
「
２２
春
闘
勝
利
！
３
・

２
中
央
総
決
起
行
動
」
に
参
加
し
、
新
「
い
の
ち

署
名
」
の
提
出
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

東京駅丸の内北口での早朝宣伝には
26人が参加しました

紹介議員に署名提出紹介議員に署名提出

舟山康江参議院議員（左）と懇談
する渡辺・吉田両副委員長

倉林明子参議院議員（右）に署名
を手渡す国共病組のみなさん

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
実
現
し
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
国
会
請
願
署
名
〔
紹
介
・
賛
同
議
員
一
覧
〕
3
月
3
日
時
点
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集
会
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
佐

々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
み
え
な
い

中
、
日
々
奮
闘
す
る
介
護
従
事
者

に
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

諸
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
政
府
が

打
ち
出
し
た
「
ケ
ア
労
働
者
の
賃

金
引
き
上
げ
」
は
、
確
実
に
私
た

ち
が
つ
く
り
だ
し
た
運
動
の
成
果

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
「
22
春

闘
で
は
そ
の
成
果
を
確
実
に
、
ケ

ア
労
働
者
の
賃
上
げ
と
増
員
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、篠
﨑
良
勝
氏（
城

西
国
際
大
学
福
祉
総
合
学
部
教

員
）
が
講
演
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
寺
田
雄
介
護
対
策
委

員
会
事
務
局
長
（
写
真
右
）
が
基

調
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
基
調
報

告
で
は
、
政
府
が
推
進
す
る
介
護

制
度
の
状
況
や
、
介
護
を
め
ぐ
る

情
勢
、
議
論
が
す
す
め
ら
れ
て
い

る
介
護
保
険
制
度
改
正
等
に
つ
い

て
説
明
。
22
春
闘
で
は
、
「
篠
﨑

先
生
の
講
演
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

私
た
ち
に
は
現
場
の
実
践
が
あ
る

か
ら
、
要
求
し
、
改
善
が
迫
れ
る
」

と
し
、
「
い
い
介
護
が
し
た
い
と

い
う
思
い
は
利
用
者
さ
ん
と
の
か

か
わ
り
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、

誰
も
否
定
で
き
な
い
。
現
場
で
積

み
重
ね
た
実
践
に
自
信
を
も
っ

て
、
私
た
ち
の
介
護
要
求
を
実
現

す
る
取
り
組
み
を
実
践
し
よ
う
」

と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

「
私
た
ち
の
運
動
は
必
ず
成
果
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
仲
間
を
増
や

し
て
要
求
を
実
現
す
る
春
闘
に
し

て
い
こ
う
」
と
力
強
く
呼
び
か
け

ま
し
た
。

特
別
報
告
は
、
新
潟
、
北
海
道
、

愛
知
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
別
掲
）

閉
会
挨
拶
で
、
油
石
博
敬
書
記

次
長
が
、「
介
護
実
践
者
で
あ
る
皆

さ
ん
の
熱
い
思
い
を
共
有
し
な
が

ら
22
春
闘
に
む
か
っ
て
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
、

内
田
博
之
中
央
副
執
行
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し

た
。

●
新
潟
県
医
労
連

「
介
護
事
業
所
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
現
場

の
声
を
届
け
る
た

め
に
、
組
織
内
外

に
調
査
し
、
結
果

か
ら
県
要
請
を
行
い
、
介
護
の
日

に
記
者
発
表
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
特
集

さ
れ
る
な
ど
、
広
く
世
論
に
訴
え

た
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。●

北
海
道
医
労
連

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
賃
金
体
系

の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
介
護
士

や
看
護
師
な
ど
の
元
職
に
よ
っ
て

異
な
る
賃
金
体
系
だ
っ
た
も
の

を
、
一
本
化
し
て
き
た
経
過
を
説

明
。
学
習
・
意
見
交
換
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
、
役
割
に
応
じ
た
評

価
に
し
た
い
と
い
っ
た
思
い
か

ら
、
賃
金
改
善
の
根
拠
と
要
求
を

ま
と
め
た
経
過
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。●

愛
知
県
医
労
連

「
な
く
せ
ワ
ン
オ
ペ
！
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
。
も
と
も
と
一
人
夜
勤
の
改

善
は
課
題
と
し
て
あ
る
中
、
他
単

産
の
組
合
員
が
夜
勤
中
に
倒
れ
て

亡
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
合
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
。
94
％
が
一

人
夜
勤
で
、
仕
事
を
辞
め
た
い
理

由
の
上
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

調
査
結
果
を
記
者
発
表
し
て
世
論

化
し
た
こ
と
、
地
方
議
会
で
独
自

に
意
見
書
が
あ
が
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

講演では、介護従事者は、コロナ禍で命をか
けて、利用者の生活を支えてきている。その中
で、忙しさで見失いがちな自分の介護実践の価
値に気づき、多職種で構成される介護現場の全
員が「いきいきと働き続けられる」職場づくり
と処遇改善が必要だとしました。また、配置基
準の見直しについて、規制緩和で見直しがすす
められるのであれば、日頃の介護実践から意見
を発信しなければならないとしました。
講演は、映像を見ながら、参加者と意見共有

する形で行われ、介護福祉実践者でしか生み出
せていない支援サービスを、「気づかれない実
践」と「気づかせない実践」として説明し、介
護従事者は介護を通して福祉実践し、人生を紡
ぐ貴重な仕事だとました。

賃
金
不
足
額
３
万
９
５
５
６
円

収
入
（
年
間
）
の
前
年
比
に
つ

い
て
は
、
「
増
え
た
」
が
21
・
5

％
「
変
わ
ら
な
い
」
56
・
1
％
。

「
減
っ
た
」
21
・
8
％
で
し
た
。

ま
た
「
減
っ
た
」
と
回
答
し
た
中

で
は
、
50
代
が
24
・
0
％
、
定
年

再
雇
用
な
ど
60
歳
以
上
が
48
・
0

％
で
し
た
。

1
カ
月
あ
た
り
の
賃
金
不
足
額

に
つ
い
て
は
、
「
5
万
円
」
30
・

1
％
「
3
万
円
」
21
・
3
％
と
な

り
、
昨
年
と
比
較
す
る
と
「
余
っ

て
い
る
・
ち
ょ
う
ど
い
い
」
を
含

め
1
万
円
か
ら
4
万
円
ま
で
の
回

答
が
若
干
減
る
一
方
で
5
万
円
か

ら
10
万
円
以
上
不
足
し
て
い
る
と

い
う
回
答
が
増
え
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
加
重
平
均
は
3
万
9
5

5
6
円
で
昨
年
よ
り
8
7
3
円
不

足
額
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

生
活
負
担「
税
・
社
会
保
険
料
」

「
住
居
費
」

一
番
負
担
を
感
じ
る
支
出
に
つ

い
て
は
、
「
税
・
社
会
保
険
料
」

22
・
4
％
、
「
住
居
費
」
22
・
3

％
と
、
昨
年
と
1
位
と
2
位
が
入

れ
替
わ
り
ま
し
た
。
次
い
で
「
学

費
」
16
・
7
％
、
「
食
費
」
15
・

5
％
と
例
年
通
り
で
し
た
。

22
春
闘
で
は
看
護
師
と
介
護
職

を
対
象
と
し
た「
処
遇
改
善
事
業
」

も
活
用
し
、
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
日
本
医
労
連
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、
「
各
種
調
査
結

果
」
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
▼

２
０
２
２
年
春
闘
働
く
み

ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
の

最
終
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ

ー
ム
で
の
集
約
も
実
施
し
ま

し
た
。
集
約
数
は
５
万
４
０

４
５
人
分
で
し
た
。

日
本
医
労
連
は
2
月
28
日
、
厚
労
省
で

記
者
発
表
し
、
国
の
2
0
2
5
年
の
看
護

職
員
の
需
給
推
計
（
1
8
8
万
〜
2
0
2

万
人
）
を
見
直
し
、
3
0
0
万
人
の
看
護

体
制
を
求
め
る
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

需
給
推
計
の
策
定
に
あ
た
り
、
夜
勤
の

規
定
や
休
暇
の
完
全
取
得
等
の
働
き
続
け

ら
れ
る
条
件
を
基
礎
に
必
要
数
を
策
定
す

る
▽
1
日
8
時
間
の
労
働
時
間
、
勤
務
間

隔
は
最
低
で
も
12
時
間
以
上
な
ど
を
規
定

し
た
国
際
基
準
に
あ
わ
せ
た
国
内
法
を
整

備
・
改
善
す
る
▽
2
0
2
5
年
に
向
け
て

養
成
増
・
離
職
防
止
・
復
職
支
援
を
早
急

に
行
う
こ
と
―
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長
は
、「
医

療
従
事
者
や
介
護
職
員
な
ど
の
大
幅
増

員
、
夜
勤
改
善
を
求
め
て
き
た
が
、
現
在

で
も
必
要
な
人
員
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
長
時
間
過
密
労
働
が
解
消
さ
れ
て

い
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
看
護
職
員
の
不
足
が
浮
き
彫
り
に
な
る

な
か
、
「
地
域
医
療
構
想
に
よ
る
病
床
削

減
を
基
に
し
た
2
0
1
9
年
の
需
給
推
計

は
現
場
の
実
態
と
か
け
離
れ
て
い
る
」
と

抜
本
的
見
直
し
を
訴
え
ま
し
た
。

森
田
進
書
記
長
は
、
看
護
職
員
の
人
員

不
足
の
要
因
と
し
て
、
過
重
労
働
と
低
賃

金
の
実
態
を
指
摘
。
「
定
着
せ
ず
に
離
職

率
が
高
く
、
新
入
職
員
の
1
割
以
上
が
働

き
始
め
て
1
年
以
内
に
辞
め
て
し
ま
う
。

大
幅
賃
上
げ
が
必
要
だ
」と
話
し
ま
し
た
。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護がしたい」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」に確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信もち前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進しよう

２２春闘での取り組みを提起しました２２春闘での取り組みを提起しました

２
月
２０
日
、
「
介
護
要
求
実
現
！
全
国
学
習
交
流
集

会
」
を
開
催
し
、
２
全
国
組
合
２５
県
医
労
連
か
ら
１
５

０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
影
響
か
ら
、
昨
年
同
様
に
医
療
労
働
会
館
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

「
３
０
０
万
人
の
看
護
体
制
に
」

2022年介護要求実現！全国学習交流集会@ＷＥＢ2022年介護要求実現！全国学習交流集会@ＷＥＢ

特
別
報
告

特
別
報
告

最
終
結
果

最
終
結
果

春 闘春 闘
働
く
み
ん
な
の

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

働
く
み
ん
な
の

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

3
万
9
5
5
6
円

足
り
な
い
！
２０２２年２０２２年

（城西国際大学福祉総合学部教員）

篠﨑先生資料ＱＲコード
ご活用ください。
介護集会の内容は、
月刊「医療労働」5月号に
掲載されます。

太陽の高さが夕日になっ

ていることを嘆くのでは

なく、夕日という太陽の

輝きに気づくのが介護福

祉実践だ

篠﨑 良勝氏

記念講演記念講演

記 者
発 表
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日
本
医
労
連
全
国
組
合
協
議
会

は
、
2
月
21
日
〜
3
月
4
日
に
か

け
て
、
22
春
闘
前
段
の
取
り
組
み

と
し
て
、
経
営
者
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

日
本
医
労
連
は
、
「
月
額
平
均

4
万
円
以
上
、
時
間
給
2
5
0
円

以
上
を
掲
げ
て
た
た
か
う
方
針
を

確
立
し
て
い
る
。
看
護
職
員
等
処

遇
改
善
事
業
も
活
用
し
、
回
答
指

定
日
に
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
の

賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ

と
」
や
、
「
労
働
環
境
の
改
善
と

非
正
規
労
働
者
に
対
す
る
均
等
待

遇
の
実
現
」
「
業
績
評
価
制
度
の

中
止
・
撤
回
」
「
コ
ロ
ナ
禍
で
明

ら
か
に
な
っ
た
公
立
・
公
的
医
療

機
関
の
機
能
の
充
実
・
強
化
」
な

ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

経
営
者
側
は
、
「
誠
実
に
対
応

す
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
賃
金
に

つ
い
て
は
、
「
法
令
等
踏
ま
え
、

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
」
と
い
う

姿
勢
に
固
執
し
ま
し
た
。

業
績
評
価
制
度
に
つ
い
て
、
労

働
者
健
康
安
全
機
構
か
ら
は
「
提

案
の
予
定
は
な
い
」
と
回
答
が
あ

る
一
方
で
、
「
中
止
・
撤
回
の
予

定
は
な
い
」
と
多
く
の
経
営
者
が

回
答
し
ま
し
た
。
地
域
医
療
構
想

に
つ
い
て
は
、
「
基
本
的
な
枠
組

み
を
維
持
し
着
実
に
進
め
ら
れ
て

い
く
も
の
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
現
場
の
人
員
不

足
に
加
え
、
チ
ー
ム
で
行
う
医
療

に
は
、
業
務
評
価
そ
の
も
の
が
合

わ
な
い
」
「
余
力
の
あ
る
人
員
体

制
に
し
、
地
域
に
お
け
る
公
的
医

療
機
関
の
重
要
性
、
機
能
強
化
を

図
り
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
た
め
に
真
摯
に
受
け
止
め
て

も
ら
い
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
公
立
・
公
的
医
療

機
関
は
、国
民
の
い
の
ち
と
健
康
、

地
域
医
療
を
守
る
砦
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
現
場
で
奮
闘

す
る
職
員
が
い
て
こ
そ
維
持
で
き

る
も
の
。
当
該
労
組
か
ら
の
要
求

に
対
し
て
誠
意
を
も
っ
て
交
渉
に

あ
た
り
、
22
春
闘
の
早
期
解
決
を

図
る
こ
と
」
を
改
め
て
要
請
し
ま

し
た
。

3
月
1
日
、
日
本
医
労
連
女
性
協

議
会
は
「
母
性
保
護
と
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
」
に
つ
い
て
厚
労
省
に

要
請
し
ま
し
た
。
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
交
渉
に
は
、
佐
々
木
悦
子
中
央

執
行
委
員
長
は
じ
め
、
女
性
委
員
5

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

厚
労
省
は
、
生
理
休
暇
の
取
得
状

況
に
つ
い
て
「
令
和
2
年
度
雇
用
均

等
基
本
調
査
に
お
い
て
、
取
得
率
が

0
・
9
％
で
あ
り
、
制
度
を
知
ら
な

い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
く
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

全
労
連
女
性
部
で
取
り
組
ん
だ
2

0
2
0
年
「
女
性
労
働
者
の
実
態
調

査
」
結
果
（
医
労
連
集
約
1
6
2
8

人
分
）
で
は
、
生
理
休
暇
が
取
れ
な

い
理
由
は「
人
員
不
足
」35
・
2
％
、

「
制
度
を
知
ら
な
い
」
7
・
1
％
で

し
た
。
川
上
真
理
女
性
協
議
会
事
務

局
長
は
、
「
こ
こ
数
年
の
厚
労
省
の

調
査
で
は
、
取
得
率
が
変
わ
っ
て
い

な
い
。
調
査
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
生

理
休
暇
を
取
れ
な
い
背
景
も
し
っ
か

り
掴
ん
で
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
」

と
語
り
、
「
私
た
ち
は
日
々
い
の
ち

を
守
る
現
場
で
奮
闘
し
て
い
る
。
ぜ

ひ
実
態
に
見
あ
っ
た
改
定
と
制
度
の

拡
充
を
お
願
い
し
た
い
」
と
訴
え
、

要
請
を
終
え
ま
し
た
。

「
党
是
（
そ
の
政
党
が
決
め
た

根
本
方
針
）
で
あ
る
憲
法
改
正
を

積
極
的
に
進
め
た
い
」
昨
年
10
月

に
行
な
わ
れ
た
総
選
挙
後
、
岸
田

首
相
の
記
者
会
見
で
の
発
言
で

す
。
総
選
挙
の
結
果
、
自
民
・
公

明
・
維
新
の
改
憲
勢
力
が
、
衆
院

で
改
憲
発
議
に
必
要
な
3
分
の
2

議
席
を
上
回
っ
た
い
ま
、
日
本
国

憲
法
が
最
大
の
危
機
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

自
民
党
は
、
提
案
す
る
「
改
憲

4
項
目
（
左
図
参
照
）
」
の
一
つ

に
「
自
衛
隊
の
明
記
」
を
あ
げ
て

い
ま
す
（
下
図
参
照
）
。
自
衛
隊

の
明
記
に
つ
い
て
、
「
現
行
の
憲

法
9
条
1
項
・
2
項
と
そ
の
解
釈

を
維
持
す
る
」と
し
つ
つ
も
、「
自

衛
隊
を
き
ち
ん
と
憲
法
に
位
置
づ

け
」
、
「
自
衛
の
措
置
（
自
衛
権
）

に
つ
い
て
も
言
及
す
べ
き
」
と
し

て
い
ま
す
。自
民
党
条
文
案
に
は
、

憲
法
「
第
9
条
の
2
」
に
、
「
前

条
の
規
定
（
9
条
2
項
）
は
…
必

要
な
自
衛
の
措
置
を
と
る
こ
と
を

妨
げ
ず
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
戦

力
不
保
持
・
交
戦
権
の
否
認
を
掲

げ
る
9
条
を
死
文
化
さ
せ
る
も
の

で
す
。

「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
安
全
保
障
関

連
法
が
2
0
1
5
年
9
月
に
安
倍

前
政
権
の
強
行
に
よ
り
成
立
し
、

こ
の
間
、
米
軍
と
自
衛
隊
の
軍
事

的
一
体
化
が
急
速
に
進
み
、
防
衛

費
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
民
党
が
「
言
及
す
べ
き
」
と

す
る
「
自
衛
権
」
は
、
個
別
的
自

衛
権
と
他
国
を
守
る
集
団
的
自
衛

権
の
両
方
を
含
み
ま
す
。
昨
年
7

月
、
麻
生
副
総
理
は
、
台
湾
有
事

に
つ
い
て
、
安
全
保
障
関
連
法
が

定
め
る
「
存
立
危
機
事
態
」
に
認

定
し
、
限
定
的
な
集
団
的
自
衛
権

を
行
使
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と

の
認
識
を
示
し
た
、
と
共
同
通
信

が
報
じ
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
が
保
有
に
向

け
、
検
討
を
本
格
化
さ
せ

て
い
る
「
敵
基
地
攻
撃
能

力
」
は
、
安
全
保
障
関
連

法
の
下
で
、
日
本
へ
の
直

接
攻
撃
が
な
く
て
も
、
他

国
に
攻
撃
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
周
辺
国
の
脅
威
と
な
る

攻
撃
能
力
の
保
有
は
、
さ
ら
な
る

軍
拡
競
争
を
あ
お
り
、
日
本
が
紛

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
を
高
め

ま
す
。

日
本
が
進
む
べ
き
は
、
憲
法
9

条
を
活
か
し
た
積
極
的
な
平
和
外

交
で
す
。
「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な

い
全
国
署
名
」
を
職
場
や
街
頭
で

大
き
く
広
げ
、
憲
法
を
い
か
し
て

平
和
と
民
主
主
義
、
基
本
的
人
権

が
真
に
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
求

め
、
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

①自衛隊の明記
不戦を掲げる９条を死文化。自衛隊がアメ
リカと一体で海外で戦争することが可能に

②緊急事態条項創設
政府が全権を握り、国会抜きに権力行使が
可能に

③合区解消
法改正や政府の施策で実行できるにも関わ
らず、憲法改正が必要としている

④教育の充実
法改正や政府の施策で実行できるにも関わ
らず、憲法改正が必要としている

【第９条の２】
（第１項）前条の規定は、我が国の平和
と独立を守り、国及び国民の安全を保
つために必要な自衛の措置をとること
を妨げず、そのための実力組織として、
法律の定めるところにより、内閣の首
長たる内閣総理大臣を最高の指揮監督
者とする自衛隊を保持する。
（第２項）自衛隊の行動は、法律の定め
るところにより、国会の承認その他の
統制に服する。

日
本
医
労
連
労
安
対
策
委
員
会
で

は
、
加
盟
組
織
の
医
療
・
介
護
・
福

祉
職
場
で
働
く
組
合
員
・
職
員
を
対

象
に
「
み
ん
な
の
聴
き
取
り
ア
ン
ケ

ー
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨

年
は
入
職
し
て
1
年
が
経
つ
職
員
の

状
況
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
今
年
は
そ
の
対
象
を

大
き
く
広
げ
、
全
組
合
員
・
職
員
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、
職
場
で
の

様
々
な
活
動
が
制
限
さ
れ
、
労
働
安

全
衛
生
活
動
な
ど
法
律
に
も
と
づ
く

取
り
組
み
に
も
苦
労
が
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応

を
優
先
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
で
、

働
く
環
境
も
大
き
く
変
わ

り
、
働
く
も
の
の
負
担
も
増

え
て
い
る
状
況
で
す
。

日
本
医
労
連
労
安
対
策
委
員
会
で

は
、
「
み
ん
な
の
聴
き
取
り
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
通
し
て
職
場
状
況
を
把
握

し
、
安
全
で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
多
忙
中

の
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

締
め
切
り

2
0
2
2
年
3
月
25
日

「自国と密接な関係にある外国に対する武力攻撃を、自国が直

接攻撃されていないにもかかわらず、実力をもって阻止する権利」

というのが政府の説明（日本弁護士連合会パンフレット）

わが国と密接な関係にある他国に対する武力攻撃が発生し、こ

れによりわが国の存立が脅かされ、国民の生命、自由及び幸福追

求の権利が根底から覆される明白な危険がある事態（安全保障関

連法）

加
盟
組
織
の組

合
員
・
職
員
対
象
に
調
査

２０２２
春闘
２０２２
春闘
全
国
組
合

協
議
会

経
営
者
へ
の
要
請
行
動

労安アンケート実施労安アンケート実施
な
ど仕事・職場の悩み

国共病組の要請の様子＝3月4日

全医労の要請の様子＝2月24日

全 JCHO労組の要請の様子＝2月21日

アンケートは
こちら

待
っ
た
！

厚労省要請

憲
法
改
正
議
論

仕事と家庭の両立支援と

WEBで交渉する佐々木委員長（中央）ら＝１日、医療労働会館

集団的自衛権とは？

存立危機事態とは？

母性保護求め

自民党の改憲４項目

ち
ょ
っ
と
深
掘
り

ち
ょ
っ
と
深
掘
り

キケンな

女
性
協

女
性
協

◆９条改憲の
「条文イメージ（たたき台素案）」
（２０１８年３月２５日 自民党大会）
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哲学・経済学・階級闘争論社会発展の法則を学ぶ

基礎理論コース
受講料 １５，０００円

部分改定！

基礎理論コースでは、社会のしくみや法則を体系的に学び、
未来社会への展望をつかみます。科学的社会主義の理論の発展
を取り入れて一昨年、10年ぶりにテキストを全面改訂し、哲学、
経済学、階級闘争論という3部構成を引き継ぎながら本文を大
幅に増やしています。過去に「基礎コース」を学んだという方
など、1200人以上が受講しています。
テキストについて、第2章の弁証法・唯物論、第5章の搾取

論を中心に部分改訂するとともに、階級闘争論では、この間の
情勢の変化を踏まえた内容になります。

医労連の１０００ある単組・支部で運動に、組織
拡大に奮闘する「ふやす人」をご紹介します。
今回は、福井民医労の嵯峨美ゆきさんです。

福
井
民
医
労
青
年
部
で
部
長
を

し
て
い
る
嵯
峨
美
ゆ
き
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
職
員
と
の

繋
が
り
を
大
事
に
し
た
い
と
の
思

い
で
組
合
の
企
画
立
案
を
行
い
、

組
織
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

3
月
は
「
し
い
た
け
栽
培
体
験
」

を
企
画
し
ま
し
た
。
49
人
が
参
加

し
、
（
う
ち
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ

40
人
参
加
）
4
人
の
加
入
が
あ
り

ま
し
た
。
日
々
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル

ー
プ
の
や
り
と
り
が
楽
し
く
、
成

長
の
記
録
や
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
の

写
真
投
稿
な
ど
職
場
で
も
話
題
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
企
画
後
の
報

告
会
が
で
き
な
い
の
で
、
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
動
画
を
制
作
し
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
を
行
い
ま
し

た
。企

画
の
内
容
は
、
組
合
員
な
ら

誰
で
も
参
加
が
で

き
、
参
加
者
が
笑
顔

に
な
る
よ
う
な
運
営

を
心
掛
け
、
毎
回
工

夫
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
「
自
分
が
楽
し

ん
で
や
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
組
織
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

今
年
も
全
労
連「
わ
く
わ
く
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

労
働
組
合
の
基
礎
理
論
を
体
系
的
に
学
び
、
学
習
を
通

じ
て
全
労
連
運
動
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
労
働
組
合
の
役
割
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

〒〒111133――00003344 東東京京都都文文京京区区湯湯島島22――44――44 平平和和とと労労働働セセンンタターー55ＦＦ
TTEELL：：0033――55884422――55664444 FFAAXX：：0033――55884422――55664455
EE――mmaaiill :: kkiinn@@ggaakkuussyyuu..ggrr..jjpp

募集期間 2022年3月1日～10月31日
学習期間 2022年6月～2023年3月末

受講料 3，000円
※10人以上の申し込みで受講料1人2，000円になります。

全労連わくわく講座事務局
〒113―8462 東京都文京区湯島2―4―4 全労連会館4Ｆ
TEL :03-5842-5611 FAX :03-5842-5620 E-mail : waku@zenroren.gr.jp
※申し込みは、各県医労連でとりまとめをお願いします。

「
事
例
リ
ー
フ
」

新
歓
で
も
説
明
会
で
も

三
つ
折
り
の
「
事
例
リ

ー
フ
」
が
好
評
で
す
。
事

例
を
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
り

や
す
く
伝
え
、
医
労
連
共

済
の
魅
力
、
オ
ス
ス
メ
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
初
版

2
万
部
が
早
く
も
な
く
な

り
、
増
刷
し
ま
し
た
。
新

歓
・
共
済
説
明
会
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

事
例
で
わ
か
り
や
す
い

イ
ラ
ス
ト
で
の
給
付
事

例
は「
新
型
コ
ロ
ナ
」「
後

遺
障
害
」
「
子
ど
も
の
休

業
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。

他
に
も
異
常
妊
娠
で
の
入

院
・
休
業
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
・
メ
ン
タ
ル
で
の
休

業
を
事
例
と
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
給
付

が
入
院
・
休
業
給
付
だ
け

で
は
な
く
生
命
共
済
の
加

算
が
あ
る
こ
と
、
後
遺
障

害
の
給
付
対
象
が
幅
広
い

こ
と
な
ど
、
通
常
活
用
し

て
頂
い
て
い
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
で
は
読
み
取
り
に
く

い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

事
例
リ
ー
フ
で
対
話
の
き

っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ

い
。

自
動
車
共
済
の
見
積
り

事
例
の
4
つ
目
は
、
自

動
車
共
済
に
つ
い
て
掲
載

し
ま
し
た
。
掛
金
の
比
較

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず

は
見
積
も
り
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
の
全
容
が
、
2
月
9

日
に
決
ま
り
ま
し
た
。
改
定

率
は
、
昨
年
末
の
予
算
編
成

過
程
で
決
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
内
容
は
、
診
療
報

酬
本
体
は
プ
ラ
ス
0
・
43
％

（
国
費
3
0
0
億
円
程
度
）、

薬
価
を
マ
イ
ナ
ス
1
・
35
％

（
同
マ
イ
ナ
ス
1
6
0
0
億

円
程
度
）
、
材
料
価
格
を
マ

イ
ナ
ス
0
・
02
％
（
同
20
億

円
程
度
）と
す
る
も
の
で
す
。

本
体
部
分
と
薬
価
、
材
料
価

格
を
単
純
に
足
し
引
き
す
る

と
マ
イ
ナ
ス
0
・
94
％
と
な

り
、
5
回
連
続
の
引
き
下
げ

と
な
り
ま
す
。改
定
内
容
は
、

医
療
提
供
体
制
の
拡
充
に
は

背
を
向
け
、
患
者
を
い
っ
そ

う
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る
中
身

と
な
っ
て
お
り
、
断
じ
て
許

せ
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大

し
「
医
療
崩
壊
」
が
現
実
と

な
っ
た
背
景
に
は
、
歴
代
自

民
党
政
権
に
よ
る
、
こ
れ
ま

で
の
効
率
優
先
の
医
療
提
供

体
制
の
再
編
・
縮
小
や
、
医

師
・
看
護
師
を
は
じ
め
と
す

る
医
療
従
事
者
の
抑
制
政

策
、
そ
し
て
感
染
症
対
策
の

要
と
な
る
保
健
所
を
減
ら
し

て
き
た
日
本
の
医
療
・
社
会

保
障
政
策
の
誤
り
が
あ
り
ま

す
。厚

労
省
は
、
改
定
に
あ
た

っ
て
の
基
本
方
針
と
し
て
、

①
新
興
感
染
症
等
に
も
対
応

で
き
る
医
療
提
供
体
制
の
構

築
な
ど
医
療
を
取
り
巻
く
課

題
へ
の
対
応
、
②
健
康
寿
命

の
延
伸
、
人
生
1
0
0
年
時

代
に
向
け
た
「
全
世
代
型
社

会
保
障
」
の
実
現
、
③
患
者

・
国
民
に
身
近
で
あ
っ
て
、

安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
医

療
の
実
現
、
④
社
会
保
障
制

度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性

の
確
保
、
経
済
・
財
政
と
の

調
和
の
4
つ
を
掲
げ
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
と
働
き
方
改
革

を
重
点
課
題
と
し
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、
診
療
所
向
け
に

感
染
症
対
策
の
新
た
な
加
算

を
新
設
す
る
も
の
の
、
感
染

防
止
対
策
部
門
の
設
置
な
ど

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
要
件
が
設

定
さ
れ
、
加
算
点
数
も
不
十

分
で
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
報

酬
も
大
幅
に
引
き
下
げ
た
ま

ま
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

教
訓
に
学
ん
だ
感
染
症
対
策

と
は
到
底
い
え
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
、「
惨
事
便
乗
型
」で
、

感
染
症
対
応
の
た
め
の
病
院

の
連
携
強
化
や
機
能
強
化
・

集
約
化
の
促
進
な
ど
を
、
地

域
医
療
構
想
に
も
と
づ
く
医

療
提
供
体
制
の
再
編
を
進
め

る
契
機
と
し
て
い
ま
す
。

急
性
期
病
床
を
め
ぐ
っ
て

は
、
病
床
削
減
や
看
護
体
制

の
縮
小
に
誘
導
す
る
た
め
の

方
策
が
強
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
患
者
の
重
症
度
を
測
る

項
目
か
ら
「
心
電
図
モ
ニ
タ

ー
管
理
」
が
削
除
さ
れ
ま
し

た
。
急
性
期
と
し
て
の
報
酬

が
算
定
で
き
な
く
な
れ
ば
、

医
療
機
関
は
大
幅
減
収
と
な

り
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
で
は
、
在
宅
復
帰
す
る
患

者
割
合
の
要
件
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
医
師
の
処
方
箋

が
必
要
な
湿
布
薬
の
枚
数
制

限
も
下
げ
ら
れ
ま
す
。
一
定

期
間
、
再
診
な
し
に
薬
局
で

同
じ
薬
を
出
す
「
リ
フ
ィ
ル

処
方
箋
」
を
導
入
や
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
り
特
例
と
な
っ

て
い
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」

が
4
月
か
ら
は
恒
久
化
さ

れ
、
医
療
の
安
全
性
に
不
安

が
残
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
大

・
中
規
模
医
療
機
関
へ
の
外

来
受
診
は
、
か
か
り
つ
け
医

か
ら
の
紹
介
を
原
則
と
し
、

紹
介
状
を
持
た
ず
に
受
診
し

た
場
合
に
は
、
選
定
療
養
の

定
額
負
担
を
義
務
付
け
る
と

し
て
い
ま
す
。
現
行
の
定
額

負
担
の
最
低
金
額
5
千
円

に
、
2
千
円
以
上
を
上
乗
せ

し
て
徴
収
す
る
一
方
、
定
額

負
担
2
千
円
を
保
険
給
付
か

ら
差
し
引
く
仕
組
み
が
導
入

さ
れ
ま
す
（
事
実
上
の
保
険

免
責
制
の
導
入
）。
そ
の
他
、

新
た
に
不
妊
治
療
に
公
的
保

険
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
保

険
適
用
に
伴
い
従
来
の
助
成

制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
自
己
負
担
が
増
え
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

看
護
職
員
の
処
遇
改
善
の

た
め
の
特
例
的
な
対
応
に
つ

い
て
も
、
「
ひ
と
桁
違
う
」

低
水
準
（
4
千
円
）
の
上
、

対
象
が
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
な

ど
に
限
定
さ
れ
、
半
数
以
上

が
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
、

現
場
か
ら
は
怒
り
の
声
が
噴

出
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
の
抑
制
か
ら
充

実
に
転
換
し
、
安
全
・
安
心

の
医
療
・
介
護
の
実
現
、
医

療
・
介
護
従
事
者
の
労
働
環

境
を
抜
本
的
に
改
善
で
き
る

緊
急
改
定
と
予
算
措
置
を
強

く
求
め
る
も
の
で
す
。

鎌
倉
幸
孝

み
ん
な
で
学
習
、ひ
と
り
で
も
学
習

み
ん
な
で
学
習
、ひ
と
り
で
も
学
習

２０２２年度診療報酬の改定 医療体制の拡充に逆行

医労連の「仲間ふやし」を広げよう医労連の「仲間ふやし」を広げよう
新
し
い
時
代
わ
た
し
は
成
長
す
る
！

勤
労
者
通
信
大
学

事例リーフご活用ください

２０２２年４月開講入学案内２０２２年４月開講入学案内

私らしく生きるため、
社会のしくみを科学的にとらえる学びの入口

労働者の権利、
要求からたたかいの基本まで体系的に学ぶ

主催：労働者教育協会主催：労働者教育協会

入門コース

労働組合コース

勤労者通信大学勤労者通信大学

８，０００円

１２，０００円

受講料

受講料
2022年

部分改定！


